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令和４年１２月２２日に第１４回和光園研究発表会を開催いたしました。各部署から６つの演題が報告され、それぞれの特色が良く

表れた研究発表会となりました。発表会を振り返り、各部署のベストショット、発表者からのメッセージをお送りします。 

今回学習療法から得た情報より、長く連れ添った奥様の

旦那様への想いや愛が伝わりとても考えさせられました。

奥様が、今後の『残りの人生を前向きに生きていく』とい

う強い意思が娘様達との会話で見る事も出来ました。今

後、学習療法の継続、レク参加やホール内では一人にしな

い事を念頭におき、関わっていきます。 

今回の発表では外国人技能実習生が学習療法に関わっ

たことでどのような効果があるのか？という全国的にも

珍しい発表内容となりました。支援者の外国人技能実習

生は、逆に学習者から漢字・書き順を習い、学習者は先生

役となることで、自信をもてたと思います。お互い良い関

係もつくれた学習療法は、今後も外国人技能実習生の教

育に活用していきたいと思います。 

今回の症例は、外発的動機付けから内発的動機付けに上

手く移行する事ができ、行動変容を起こすことが出来たと

感じています。自発的に運動が行え、出来ることが増える

ことで QOL向上が図れました。今後も C型だけでなく、

通所利用者等の自立支援に関わっていきたいと思います。 

F-SOAIP で分析することで、各部署の特色ある事例を

発表することが出来ました。また、今年取り組んできた魔

法の言葉を動画お伝えすることで、普段の学習の様子や実

際のご利用者様の笑顔をお伝えすることが出来たと思っ

ています。今後も各部署連携を図り笑顔の花が満開になる

学習支援を行なっていきます。 

今回の事例では本人様のやる気、職員の協力、F-SOAIP

で利用者様をより分析できた事、そして五感への刺激が

「お母さんの味噌ラーメンが食べたい」との目標達成に繋

がったと感じました。今回の取り組みでは、普段、職員側

が見えていない利用者様のできる事、好きな事を知り、今

後の活気ある生活へ結びつくヒントを導きだす事ができ

ました。とても学びある研究発表でした。 

今回の事例にて F-SOAIP で介護の視点、リハビリの視

点を分析比較した事で焦点を当てた関りが出来たと感じ

ています。通所リハビリテーションの特色を活かした専門

職の連携と公文学習療法から得た本人の想いを具現化出

来た事例だと思います。今後もご利用者様の想いを汲み上

げながら多職種連携を図って行きます。 
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